
奈良まほろば館の活用について

ハウス柿の試食販売ハウス柿の試食販売ハウス柿の試食販売ハウス柿の試食販売
◆ 施設概要
○所在地 ： 東京都中央区日本橋室町1-6-2

日本橋室町１６２ビル

○ 営業時間 ： 午前１０時３０分～午後７時

○ 休館日 ：１２／３１～１／３

○ 平成２９年度データ

来館者数 ：２６１，８５４人

商品販売額 ：１億１１３５万５千円

１階「物販スペース１階「物販スペース１階「物販スペース１階「物販スペース」

農産物、加工品やおみやげなどの販売農産物、加工品やおみやげなどの販売農産物、加工品やおみやげなどの販売農産物、加工品やおみやげなどの販売

１階「観光情報１階「観光情報１階「観光情報１階「観光情報発信スペース発信スペース発信スペース発信スペース」

観光に関する展示観光に関する展示観光に関する展示観光に関する展示PRPRPRPRや試食会や試食会や試食会や試食会

２階２階２階２階「展示・「展示・「展示・「展示・イベントスペースイベントスペースイベントスペースイベントスペース」

講演会、特産品展示会の開催講演会、特産品展示会の開催講演会、特産品展示会の開催講演会、特産品展示会の開催

「「「「奈良奈良奈良奈良まほろばまほろばまほろばまほろば館」は館」は館」は館」は、奈良、奈良、奈良、奈良の奥深い魅力や最新の情報をの奥深い魅力や最新の情報をの奥深い魅力や最新の情報をの奥深い魅力や最新の情報を首都圏に首都圏に首都圏に首都圏に向けて発信向けて発信向けて発信向けて発信するするするする拠点拠点拠点拠点として、平成として、平成として、平成として、平成21212121年に年に年に年に日本日本日本日本

橋橋橋橋にオープンしました。東京駅から徒歩圏内にあり、周辺にオープンしました。東京駅から徒歩圏内にあり、周辺にオープンしました。東京駅から徒歩圏内にあり、周辺にオープンしました。東京駅から徒歩圏内にあり、周辺にににには日本橋三越など、は日本橋三越など、は日本橋三越など、は日本橋三越など、集客力が高い商業施設が集積する、集客力が高い商業施設が集積する、集客力が高い商業施設が集積する、集客力が高い商業施設が集積する、

情報発信に効果的なロケーション情報発信に効果的なロケーション情報発信に効果的なロケーション情報発信に効果的なロケーションに位置しています。に位置しています。に位置しています。に位置しています。会場使用料会場使用料会場使用料会場使用料はははは無料無料無料無料です。です。です。です。市町村の皆様も市町村の皆様も市町村の皆様も市町村の皆様もぜひぜひぜひぜひ積極的にご活用積極的にご活用積極的にご活用積極的にご活用

くくくくださいださいださいださい。。。。

オリパラに向け、今が首都圏へのＰＲのオリパラに向け、今が首都圏へのＰＲのオリパラに向け、今が首都圏へのＰＲのオリパラに向け、今が首都圏へのＰＲの

チャンスです！！チャンスです！！チャンスです！！チャンスです！！

まほろばまほろばまほろばまほろば館の職員がコーディネイトやお館の職員がコーディネイトやお館の職員がコーディネイトやお館の職員がコーディネイトやお

手伝いをさせていただきますので、安心手伝いをさせていただきますので、安心手伝いをさせていただきますので、安心手伝いをさせていただきますので、安心

してご利用ください！してご利用ください！してご利用ください！してご利用ください！

首都圏での認知度ＵＰ

新商品や魅力ある商品の販路拡大

地元への誘客促進

ゆるゆるゆるゆるキャラによる市町村ＰＲキャラによる市町村ＰＲキャラによる市町村ＰＲキャラによる市町村ＰＲ

資料４



奈良まほろば館の活用について

情報情報情報情報提供やご相談は、随時受け付けています。提供やご相談は、随時受け付けています。提供やご相談は、随時受け付けています。提供やご相談は、随時受け付けています。

県観光プロモーション課ＭＩＣＥ推進係県観光プロモーション課ＭＩＣＥ推進係県観光プロモーション課ＭＩＣＥ推進係県観光プロモーション課ＭＩＣＥ推進係 電話電話電話電話0742074207420742----27272727----8479847984798479

奈良奈良奈良奈良まほろばまほろばまほろばまほろば館館館館 電話電話電話電話03030303----3516351635163516----3931393139313931

◆ 活用事例

下市町で栽培されたレモングラスの

ハーブティーの試飲販売

力士風のきぐるみを着て

相撲発祥の地をPR

五條酒造株式会社

「天忠組」販売

大和郡山市の

金魚フィナンシェを販売

「大和さくらいブランド展」

「大和さくらいブランド」の認定を受けた産品の販売と

パネル紹介

吉野町『歴史と再生の地「森林セラピー基地

吉野」～悠久の風景 吉野の道～』パネル展

曽爾村の柿の葉に漆

を塗って仕上げた

「葉の器」


